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1. Society5.0における都市システムデザイン

データ駆動型プロセスによるデータや知見の共有・課題解決の実現

都市空間
インフラ人やモノの移動・活動

都市の課題解決

ビッグデータ

施策

都市のステークホルダ

国・自治体 民間

目標：労働生産性の向上/
過疎化の解消，など

課題抽出 シナリオ作成・評価 実行データ収集

多様な目的で
民間，国・自治体など
様々な組織が様々なデータを保有

都市システムデザインプロセス



2. データ駆動型による都市システムデザインの取組み事例

東京都実証事業※で官民に分散するデータの活用事例として
データ駆動型都市システムデザインをベースとした検討を実施

付加価値
人口 =

KPIの三項分解により可処分時間に注目

※東京都 官民連携によるデータプラットフォーム構築に関する調査・検討 QoL: Quality of Life KPI: Key Performance Indicator

シナリオ・施策提案
・時差通勤
・サテライトオフィス

人流ビッグデータ
(通勤に伴う人の移動状況)

過度な混雑状況を把握

一人あたりが
生産する付加価値

付加価値
総就労時間

総就労時間
可処分時間x x

政策提言 技術ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ QoL

(生産性) (労働時間) (ゆとり)

可処分時間
人口

課題抽出 シナリオ作成・評価データ収集

ビッグデータ 施策

主要通勤路線を対象に、
駅毎・時間帯毎の鉄道需要を可視化

過度な混雑状況を把握

主要通勤路線を対象に、
駅毎・時間帯毎の鉄道需要を可視化乗車時刻と乗車駅（高尾〜新宿）別の

上り中央線利用者分布

新宿

高尾

立川

三鷹

過度な混雑状況を把握

主要通勤路線を対象に、
駅毎・時間帯毎の鉄道需要を可視化

時刻



都市施策と必要なデータを紐づける都市システムデザイン基盤が必要

3. 都市システムデザインの進展に向けて

ビッグデータ

都市のステークホルダ

国・自治体 民間

目標：労働生産性の向上/
過疎化の解消，など

データホルダ

課題抽出 シナリオ作成・評価 実行データ収集

都市システムデザインプロセス

データデータデータ

データホルダに不足する情報
・都市のステークホルダの目標
・都市システムデザインに必要なデータ
・データの使われ方
・データ利用者の信用度
・施策の実施方法

行政機関

OK

民間企業

NG

データ収集に関する障壁 【提供可能条件】 【特定地域に限定したデータ抽出の煩雑さ】

施策担当者

施策担当者に不足する情報・技術
・施策に適切なビッグデータ
・施策に適したデータの契約方法
・データの品質
・データ処理の方法
・ビッグデータの分析方法



都市データを集約しデータ流通を促進する都市情報銀行と
データ利用を支援する都市データ連携プラットフォームを提案

4. 都市システムデザイン基盤の提案に向けて

都市空間

施策

都市のステークホルダ

国・自治体 民間

目標：労働生産性の向上/
過疎化の解消，など

課題抽出 シナリオ作成・評価 実行データ収集

都市システムデザインプロセス

情報銀行

行政データ
・公共施設
・地域住民，等

企業データ
・取引履歴
・BIMデータ，等

個人データ
・位置情報
・購買履歴，等

データホルダ

…
データ取引所 行政データ基盤

分野間データ連携基盤

都市システムデザイン基盤

都市情報銀行 都市データ連携
プラットフォーム

データ分析・
活用の知見を
蓄積・共有

施策に対応した
データや分析のノウハウ提供

対象都市のデータを
ワンストップで提供



都市B

都市C

個人

個人

5-1. 都市情報銀行の提案

都市 ・地域に紐づ く デ ー タ を透明性を担保 し た う え で集約
当該都市・地域に貢献する事業に必要なデータをワンストップで提供

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

契約
都市Aの
データのみ
契約

契約

データ利用者

提供

都市情報銀行
（都市A）

個人

情報銀行

その他提供者
（e.g. 事業者、自治体）

都市情報銀行
(都市B)

データ利用者

契約

都市情報銀行の機能：
１．品質保証
２．適正利用
３．信用管理
４．契約手続き集約化

提供

都市A

都市A

都市B

データデータ

データデータデータ

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ



5-2. 都市情報銀行の制度設計

監査諮問委員会

認定団体

諮問体制

対価

利用許可

報告

事業内容

諮問 審議・助言

認定申請

定期報告 審議・助言

構成メンバ：
都市を管轄する行政機関職員等
目的： 事業の公共性・地域性の審議

データ利用者の事業の地域性や公共性を担保する制度とすることで、
データの適正利用の管理や契約手続き等をデータ提供者から委任

都市情報銀行 データ利用者

対価

委任

対価

委任
情報銀行

その他提供者
（e.g. 事業者、自治体）

都市A

都市・地域及びデータ提供者・利用者の信任を得るための体制

認定基準・手順の公平性などを審議

運営体制・技術内容の審査



6-1. 都市データ連携プラットフォームの提案
課題解決に必要なデータ分析・利用の知見を”レシピ”として形式知化
蓄積された”レシピ” の共有・活用を支援し、都市の課題を解決

市民・事業者

都市情報銀行

都市データ連携
プラットフォーム

KPI設定

都市の課題解決

データ収集

課題抽出

シナリオ作成・
評価

実行

データ

レシピを活用した
データ駆動型都市システムデザイン

アイデアレシピ・ユースケース

データ加工・分析レシピ

都市のステークホルダ

施策内容・対象から
アイデアレシピを検索



6-2. 都市データ連携プラットフォーム (画面イメージ)

レシピの検索イメージ アイデアレシピ例 マップ画面による施策検討支援

レーダーチャート
で各KPIを比較

似た属性を持つ市町
村を各指標のヒストグラ
ムから絞り込み

キーワードから
絞り込み

SDGsや
Society5.0 の
テーマから選択

シナリオ作成・
評価方法に
ついて提示

施策評価のための
KPIを提示

蓄積されたアイデアレシピを参考に、施策実行に向けた検討を行う

アイデアレシピから
みたいものを選択



7. まとめ

Society5.0における都市システムデザイン
ビッグデータを活用したデータ駆動型による都市の課題解決のため、
エリアに紐づくデータの集約と利用を支援する都市システム基盤が必要

都市システム基盤を以下の２つにより構成する：
・都市情報銀行
都市に紐づくデータを集約し、課題解決に必要なデータをワンストップに提供する

・都市データ連携プラットフォーム
課題解決に必要なデータ分析・利用の知見を”レシピ”として定式化して蓄積し、
共有・活用を支援する



日立東大ラボ 産学協創フォーラム

ビッグデータを用いた
都市システムデザイン基盤の構築
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